
１ 公共交通担い手確保・定着支援事業（令和５年９月補正予算）
⑴ 交通事業者及び業界団体への支援（補助金） 【予算額：37,000千円】
・補助対象者：京都市内を運行する路線バス事業者、法人タクシー事業者

京都府バス協会、京都府タクシー協会
・補助対象経費：担い手不足対策の取組に要する経費を幅広く対象

（啓発ツール作成、イベントの実施、二種免許取得の教習費など）
⑵ 公共交通の担い手の重要性に関する広報面の支援 【予算額：13,000千円】
・市民生活における公共交通の担い手の重要性や魅力を発信しイメージアップを図る。
・公共交通でのエピソードを募集し、集まったエピソードを交通広告やＷＥＢ広告で発信。

２ 公共交通担い手確保・定着支援事業（令和６年度当初（二次編成））
【予算額：31,000千円】

⑴ 交通事業者及び業界団体への支援（補助金）
・補助対象者：京都市内を運行する路線バス事業者、法人タクシー事業者、

地域鉄道事業者、京都府バス協会、京都府タクシー協会
・補助対象経費：担い手不足対策の取組に要する経費に加え、福利厚生に係る施設整備な

ど、労働環境改善に資する取組
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３ バス運転士担い手確保・定着支援事業（令和７年２月補正予算）
⑴ バス事業者及び業界団体への支援（補助金） 【予算額：32,500千円】
・補助対象者：京都市内を運行する路線バス事業者、京都府バス協会
・補助対象経費：①担い手確保の取組への支援

（啓発ツール作成、イベントの実施、二種免許取得の教習費など）
②労働環境改善
（休憩室など福利厚生に係る施設の整備など）
③住居確保（公営・民間）
（従業員の住宅の確保に係る住宅改修）

・補 助 率：２分の１

⑵ バス運転士の魅力ややりがいを伝える情報発信 【予算額：24,500千円】
令和５年度に実施した「＃もしもあの時、バス・タクシーがなかったらキャンペーン」

で投稿されたエピソードを活用した動画の配信や、バス事業者への就職喚起を目的とした
ラッピングバスでの広報を実施（予定）
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